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校　
　

歌

銀
杏
の
木
陰

　
　
道
ひ
ろ
く

真
理
に
ひ
ら
く

　
　
知
慧
の
門

み
の
り
ゆ
た
か
に

い
ま
結
ぶ

　
　
木
の
実
尊
き
掌

幸
あ
り
わ
れ
ら

わ
れ
ら
が
腕

土
の
か
お
り
も

　
　
さ
わ
や
か
に
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大
園
同
窓
会
の
皆
様
は
ご
健
勝

で
、
日
々
お
忙
し
い
事
と
存
じ
上
げ

ま
す
。

　

３
年
後
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
「
花
と
み
ど
り
と
食
の

創
造
・
未
来
へ
１
０
０
年
の
歴
史　

花
咲
く　

府
立
園
芸
高
等
学
校
」
の

テ
ー
マ
で
進
め
て
い
ま
す
。
記
念
す

べ
き
１
０
０
周
年
を
同
窓
会
の
皆
様

の
総
力
を
結
集
し
て
園
芸
高
校
の
意

義
あ
る
一
世
紀
と
し
て
、
未
来
に
向

け
て
大
き
な
区
切
り
と
な
り
ま
す
よ

う
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
た
く
存

じ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
皆
様
方
が
記
念
事
業
に
参
加
し
て

頂
き
、
母
校
の
歴
史
と
将
来
に
大
き

な
節
目
と
し
て
発
展
さ
せ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

昔
の
卒
業
生
は
大
半
が
農
家
の
長

男
ま
た
は
後
継
者
で
農
業
に
従
事
し

て
い
た
人
が
多
く
、
農
業
を
熱
心
に

取
り
組
む
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
現

在
は
農
地
が
宅
地
化
さ
れ
、
農
業
に

従
事
す
る
人
が
年
々
減
少
し
、
一
方
、

山
村
で
は
後
継
者
が
い
な
く
な
り
、

農
地
が
放
棄
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
農
業
の
基
盤
が
弱
く
な

る
と
国
が
滅
び
る
と
言
わ
れ
、
今
後

は
農
地
の
活
性
化
と
農
業
に
従
事
す

る
生
徒
を
育
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

大
阪
府
立
園
芸
高
校
は
都
立
園
芸

高
校
と
並
び
大
都
会
の
唯
一
の
農
業

高
校
で
す
。
今
後
は
こ
の
恵
ま
れ
た

大
都
会
で
農
業
を
学
び
、
農
業
の
後

継
者
が
年
々
減
少
す
る
中
で
、
地
方

の
農
地
を
有
効
利
用
す
る
人
を
育
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、

農
地
を
保
有
し
て
い
な
く
て
も
地
方

に
行
け
ば
幾
ら
で
も
大
規
模
農
業
は

出
来
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
食
の
原
点
で
す
。
特
に
、

米
や
野
菜
を
食
べ
な
い
人
が
年
々
増

加
し
、
肉
食
や
加
工
食
品
を
多
く
摂

取
す
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
日
本

人
は
戦
後
１
８
０
度
転
換
し
た
食
生

活
で
、
生
活
習
慣
病
、
特
に
ガ
ン
が

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
私
は
薬
学
を
学
び
、「
野

菜
は
薬
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
て

き
ま
し
た
。
毎
日
野
菜
を
15
か
ら
20

種
類
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
は

保
持
さ
れ
る
こ
と
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
卒
業

生
は
各
地
で
農
業
振
興
に
従
事
さ
れ

て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
自

ら
野
菜
を
摂
取
し
て
地
産
地
消
を
訴

え
、
地
元
で
取
れ
る
野
菜
は
新
鮮
で
、

ビ
タ
ミ
ン
や
生
薬
（
有
機
化
合
物
）、

酵
素
が
多
い
こ
と
か
ら
一
番
健
康
に

役
立
つ
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
地
域
の

農
業
活
性
に
寄
与
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
が
、
１
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
誇
り
高
い
園
芸
高
校
が
更

な
る
発
展
の
た
め
に
、
同
窓
会
の
皆

様
方
の
ご
支
援
を
賜
り
、
１
０
０
周

年
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
母
校
の
教
育

振
興
と
在
校
生
の
激
励
の
た
め
に
平

素
か
ら
特
段
の
ご
後
援
を
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。平
成

23
年
度
は
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）の
落
選
に
始

ま
り
、
入
学
式（
４
月
）
～
春
団
治
祭

り（
４
月
）
～
倉
田
市
長
来
校（
５
月
）

～
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会（
５
月
）
～
体
育
祭

（
６
月
）
～
学
校
協
議
会（
６
、９
、１

月
）
～
農
ク
校
内
予
選（
６
月
）
～

府
予
選（
７
月
）
～
近
畿
大
会（
８
月
）

～
中
学
校
教
員
向
け
学
校
説
明
会

（
８
月
）
～
実
業
水
泳
大
会（
９
月
）

～
人
事
～
中
学
生
体
験
授
業（
10
、
11

月
）
～
農
ク
全
国
大
会（
10
月
）
～

産
業
フ
ェ
ア（
10
月
）
～
記
念
祭（
11

月
）
～
校
内
研
修（
12
月
）
～
Ｓ
Ｓ

Ｈ
再
応
募（
１
月
）
～
前
期
入
試（
２

月
）
～
卒
業
式（
３
月
）
～
等
１
年

目
の
校
長
と
し
て
行
事
に
追
い
か
け

ら
れ
て
い
る
間
に
過
ぎ
た
１
年
で
し

た
。充
分
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
生
徒
や
先
生
方
は

が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。各
種
コ

ン
ク
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
学
生

科
学
賞（
大
阪
市
長
賞
）を
始
め
数
多

く
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

資
格
取
得
者
数
も
Ｈ
22
年
度
２
０
３

名
か
ら
Ｈ
23
年
度
３
６
０
名
に
増
加

し
、
進
学
関
係
で
は
国
公
立
６
名
を

達
成
し
ま
し
た
。こ
れ
は
最
近
に
は

な
か
っ
た
数
字
で
す
。前
校
長
か
ら

の
取
り
組
み
が
花
開
き
つ
つ
あ
る
と

実
感
し
ま
し
た
。し
か
し
、
私
学
無
償

化
の
影
響
は
確
実
に
本
校
に
も
表

れ
、
志
願
倍
率
は
1.1
倍
と
下
降
し
ま

し
た
。最
近
の
評
判
の
良
さ
を
維
持

す
る
た
め
に
は
楽
観
で
き
な
い
数
値

で
す
。

　

今
年
度
幸
い
２
度
目
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）に
選
ば
れ
ま
し

た
。文
科
省
で
は
、
将
来
の
国
際
的
な

科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
を
図
る
た

め
、科
学
技
術
・
理
科
、数
学
教
育
に

関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
高
等
学
校

及
び
中
高
一
貫
教
育
校
を
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
）に
指
定
し
、
理
科
・
数
学
に
重
点

を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
や

大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
先
進
的
な

理
数
系
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）校
は
各
府
県

の
進
学
校
を
中
心
に
選
ば
れ
て
い
た

感
が
あ
り
ま
す
。農
業
高
校
で
は
本

年
度
初
め
て
全
国
で
３
校
選
ば
れ
、

本
校
は
そ
の
中
の
１
校
で
す
。選
出

校
に
は
少
な
く
な
い
予
算
も
つ
き
ま

す
。今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
大
が
か

り
な
研
究
が
で
き
ま
す
。気
を
引
き

締
め
る
と
と
も
に
こ
れ
を
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
発
展
を
め
ざ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
も
や
る
気
の
あ
る
人
材
が
今
後
と

も
必
要
で
す
。ご
子
息
、
お
孫
さ
ま
、

近
所
の
お
子
様
に
園
芸
高
校
の
す
ば

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
受
験
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。

　

土
地
移
譲
問
題
は
市
長
さ
ん
が
昨

年
11
月
に
代
わ
っ
て
か
ら
大
き
な
進

展
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。し

ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
も
あ
と
３
年
後

に
な
り
ま
し
た
。昨
年
度
も
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
校
長
と
し

ま
し
て
は
、
本
校
の
未
来
に
向
け
て

の
明
る
い
展
望
を
示
す
と
と
も
に
、

同
窓
生
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
学
生
時

代
を
思
い
出
し
、
旧
交
を
温
め
合
う

心
の
こ
も
っ
た
１
０
０
周
年
記
念
行

事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
そ

の
規
模
は
問
題
で
は
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。昨
年
度
末
ま
で
に
本
校

果
樹
園
南
壁
に
１
０
０
周
年
記
念
カ

ラ
ー
看
板
コ
ピ
ー
の
完
成
及
び
広
報

用
の
記
念
の
日
本
手
ぬ
ぐ
い
の
作
成

を
し
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
年
度
も
未
だ
準
備

中
・
実
施
中
の
取
り
組
み
が
多
く
あ

り
ま
す
。今
後
と
も
の
同
窓
会
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。最
後
に
、
大
園
同
窓
会
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
阪
府
立
園
芸
高
校
同
窓
会
会
長

　
　

園
芸
高
校
第
８
期
卒
業　

東
北
大
学
薬
学
博
士　

鍋
谷　
　

將

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校

校
長　

土
橋　

茂
紀

ご

挨

拶

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）校
に
選
ば
れ
ま
し
た
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〈
ス
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
と
は
〉

文
部
科
学
省
が
指
定
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
、
将
来
の
国
際
的
な
科
学
技
術
系
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に
、
先
進
的
な
理
数
系
教
育
を
実
施
す
る
学
校
と
し
て
指
定
さ
れ
た
高
等
学
校
で
、

科
学
技
術
振
興
機
構
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
・
実
践
、
課
題
研
究
の
推
進
、
体
験
的
・

問
題
解
決
的
な
学
習
等
へ
の
支
援
を
受
け
ま
す
。
園
芸
高
校
は
農
業
高
校
と
し
て
、
岐
阜

農
林
高
等
学
校
（
岐
阜
）、
西
条
農
業
高
等
学
校
（
広
島
）
と
と
も
に
、
全
国
で
初
め
て

Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
に
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

〈
園
芸
高
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
す
。〉

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
に
お
け
る
「
農
業
系
専
門
高
校
と
し
て
、
バ
イ
オ
、
食
品
、

製
薬
、
化
学
、
環
境
分
野
の
科
学
技
術
者
の
養
成
を
主
眼
に
、
生
命
系
科
学
技
術
の
取

扱
い
の
素
養
に
富
む
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
科
学
技
術
教
育
と
農
業
高
校
生
の
基
礎
学

力
・
英
語
力
向
上
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
」

〈
具
体
的
な
今
後
の
取
り
組
み
の
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。〉

園
芸
高
校
は
本
年
度
か
ら
５
年
間
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
研
究
指
定
校
に
選
ば
れ
ま
し
た

○
学
校
設
定
科
目
「
基
礎
学
力
」・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「Science

」
等

　

専
門
領
域
の
学
習
の
前
提
と
な
る
基
礎

学
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

英
語
と
理
科
の
融
合
科
目
「Science

」

等
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
高
大
連
携

　

生
命
科
学
技
術
の
最
先
端
の
領
域
に
つ

い
て
大
学
の
先
生
の
講
義
を
受
け
ま
す
。

　
　

大
阪
大
学
工
学
研
究
科　

京
都
大
学

理
学
研
究
科
な
ど
を
予
定

　

生
徒
研
究
活
動
の
指
針
と
な
る
実
験
・

調
査
技
術
に
つ
い
て
大
学
等
の
研
究
者

か
ら
指
導
を
受
け
ま
す
。

　
　

千
葉
大
学
園
芸
学
部　

立
命
館
大
学

地
域
研
究
学
域　

大
阪
府
立
箕
面
公

園
昆
虫
館
な
ど
を
予
定

○
校
外
研
修
活
動
等

　

理
化
学
関
連
企
業
、
バ
イ
オ
・
食
品
関

連
企
業
お
よ
び
研
究
所
に
お
い
て
先
端

領
域
の
講
義
、
実
習
を
受
け
ま
す
。

　
　

㈱
島
津
製
作
所
な
ど
を
予
定

○
国
際
性
の
育
成

　
「
異
文
化
環
境
で
実
践
的
に
学
ぶ
生
命

技
術
、
農
業
・
食
品
技
術
、
環
境
保
全

に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
」
を
テ
ー
マ
に

農
業
関
連
の
科
学
技
術
の
国
際
的
な
共

通
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
海
外
の

自
発
的
、
積
極
的
な
学
習
姿
勢
を
直
接

的
・
体
験
的
に
学
習
し
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
等
専
門
教
育
機

関
等
に
お
い
て
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
お

よ
び
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研

修
を
計
画
中
で
す
。

離
着
任
の
紹
介
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収入項目 収入金額

繰 越 金 2,263,202

年 会 費 894,460

入 会 金 648,000

雑 収 入 410

計 3,806,072

支出項目 支出金額

総 会 費 28,000

会 報 費 957,260

通 信 費 1,280

事 務 費 31,750

卒 業 式 費 35,837

記 念 祭 費 14,352

ホ ー ム ペ ー ジ 費 53,130

計 1,121,609

　 収入合計	 3,806,072
− 支出合計	 1,121,609
	 2,684,463

残金 2,684,463円を平成24年に繰り越します。

○
生
徒
研
究
活
動
支
援

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
付
設
の
専
門
部

（
バ
イ
オ
研
究
部
、
分
析
化
学
部
、
食

品
科
学
部
、
応
用
農
産
加
工
部
、
食
品

製
造
研
究
部
）、
環
境
緑
化
科
付
設
の

専
門
部
（
ビ
オ
ト
ー
プ
部
、
環
境
科
学

部
、
資
源
利
用
研
究
部
）、
フ
ラ
ワ
ー

フ
ァ
ク
ト
リ
科
付
設
の
専
門
部
（
草
花

部
／
ハ
ニ
ー
ビ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ

ブ
）
お
よ
び
科
目
「
課
題
研
究
」
に
お

け
る
バ
イ
オ
、
食
品
、
製
薬
、
化
学
、

環
境
分
野
の
科
学
技
術
に
関
連
す
る
生

徒
研
究
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
生
徒
研
究
の
発
表
活
動
の
支
援

　

校
内
、
校
外
で
の
発
表
会
や
研
究
コ
ン

テ
ス
ト
へ
の
参
加
、
応
募
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

○
社
会
貢
献
活
動
（
小
中
連
携
活
動
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
で
の
成
果
普
及
の
一
環
と

し
て
、
学
科
付
設
の
専
門
部
に
よ
る
バ

イ
オ
系
、
食
品
系
科
学
技
術
の
小
中
学

生
に
対
す
る
、
実
験
実
習
指
導
、
科
学

啓
発
活
動
等
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

○
理
科
科
目
追
加
履
修

　

本
校
通
常
の
教
育
課
程
に
な
い
理
科
科

目
「
物
理
基
礎
」
を
実
施
し
、
理
科
全

般
に
関
す
る
素
養
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

園
芸
高
校
が
今
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
は
、
今
ま
で

の
農
業
教
育
を
通
し
て
の
地
道
な
科
学
教
育
を
行
っ
て
き
た
成
果
が
認

め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
点
に
自
信
を
持
ち
、
こ
の
事
業
を
う
ま
く
生
か
し
な
が
ら
、
園
芸

高
校
に
入
学
し
て
く
れ
た
生
徒
に
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
、「
こ
の
高
校
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

退
職

職

所
属

飛
田　

雅
孝

教

諭

社
会

尾
島　

泰
治

教

諭

体
育

疋
田
美
智
子

教

諭

家
庭

桑
木　

俊
陽

教

諭

Ｂ
Ｓ
科

石
田　

清
志

講

師

国
語

平
井　

敬
子

講

師

英
語

藤
野　

章
子

講

師

環
緑
科

桑
田　

圭
子

事

務

副
主
査

今
西　

輝
久

技

師

離
任

職

所
属　

転
出
先

松
浦　

弘
則

教

諭

社
会
吹
田
東
高
校
へ

西
谷　

真
一

教

諭

数
学
池
田
高
校
へ

内
藤　

義
弘

首

席

体
育
布
施
北
高
校
へ

中
島　

孝
造

教

諭

Ｂ
Ｓ
科

農
芸
高
校
へ

井
上　

泰
宏

事

務

主

査

高
槻
北
高
校
へ

足
利　
　

照

校

医

着
任

職

所
属　

転
入
元

阿
�
佳
代
子

教

諭

社
会

高
津
高
校
か
ら

大
西　

人
志

教

諭

社
会

寝
屋
川
高
校
か
ら

青
山　

竜
也

教

諭

数
学

新
採
用

安
永　
　

彰

講

師

数
学

前
橋　

健
司

教

諭

体
育

茨
木
工
科
高
校
か
ら

関　
　

哲
也

教

諭

体
育

西
野
田
工
科
高
校

高
�　

昌
由

教

諭

英
語

山
田
高
校
か
ら

笠
島　

久
寿

教

諭

Ｂ
Ｓ
科

農
芸
高
校
か
ら

平
尾　

豪
基

教

諭

Ｂ
Ｓ
科

新
採
用

小
林　

一
裕

講

師

Ｂ
Ｓ
科

市
原
フ
ミ
ヨ

農
芸
員

健
康
医
療
部
か
ら

福
栄　

和
洋

農
芸
員

商
工
労
働
部
か
ら

萩
森　

大
造

主

査

淀
川
工
科
高
校
か
ら

松
下　

裕
子

事
務
員

寝
屋
川
保
健
所
か
ら

渾
﨑　

佳
靖

校

医
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竹
泉
堂

　

船
堂　

昌
和

（
高
17
園
）

「
西
岡
先
生
ブ
ー
タ
ン
を
耕
す
」

　

ブ
ー
タ
ン
の
若
き
国
王
夫
妻
来
日

ニ
ュ
ー
ス
の
コ
メ
ン
ト
に
「
日
本
と
ブ
ー

タ
ン
は
西
岡
先
生
を
通
じ
て
深
い
絆
が

あ
り
ま
す
」
と
言
及
さ
れ
て
、
自
宅
畳
の

上
で
ひ
っ
く
り
返
り
驚
い
た
。
ブ
ー
タ
ン

に
あ
る
「
ニ
シ
オ
カ
フ
ァ
ー
ム
」
で
若
者

が
鍬
を
ふ
る
っ
て
い
る
風
景
が
蘇
っ
た
。

　

も
う
48
年
も
前
に
現
地
の
若
者
と
多

種
類
の
野
菜
を
育
て
始
め
た
。
大
根
や

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
在
来
品
よ
り
数
倍
の
大

き
さ
に
育
っ
た
。
先
々
代
国
王
が
村
々
を

歩
き
、
村
市
場
で
西
岡
先
生
の
育
て
た
巨

大
な
大
根
に
吃
驚
さ
れ
た
。
国
民
の
食
生

活
が
豊
か
に
な
る
の
を
喜
ば
れ
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
の
若
者
と
共
に
共
同
農
場

を
こ
さ
え
た
。
従
前
か
ら
畑
地
を
浅
く

し
か
耕
し
て
な
い
固
い
土
を
、
ス
コ
ッ

プ
が
折
れ
曲
が
り
な
が
ら
耕
し
た
。
天
地

返
し
も
容
易
で
な
い
。
播
種
、
水
や
り
も

見
本
手
技
を
見
せ
、
説
明
し
実
行
し
た
。

そ
の
子
は
王
子
だ
が
、
外
国
知
識
を
得
る

た
め
英
語
の
家
庭
教
師
を
さ
が
し
て
お

ら
れ
た
。
農
業
技
術
を
若
者
に
教
え
な
が

ら
も
、
作
物
の
農
作
に
も
驕
る
こ
と
の
な

い
誠
実
な
人
柄
を
見
抜
き
、
西
岡
先
生
を

王
子
の
家
庭
教
師
に
指
名
さ
れ
た
。
王
子

の
真
剣
な
質
問
に
す
べ
て
答
え
、
園
芸
高

校
生
徒
と
同
じ
よ
う
に
、
接
木
術
の
形
成

層
合
わ
せ
の
原
理
か
ら
説
明
さ
れ
、
何

度
同
じ
質
問
で
も
丁
寧
に
答
え
ら
れ
た
。

外
国
知
識
も
水
苔
が
水
を
吸
う
よ
う
に
、

ど
ん
ど
ん
理
解
実
行
さ
れ
た
。
ニ
シ
オ
カ

フ
ァ
ー
ム
と
名
付
け
ら
れ
、
農
業
技
術
の

模
範
と
な
り
、
連
作
を
避
け
現
在
も
続
い

て
い
る
。
農
作
物
が
国
民
に
ゆ
き
わ
た

り
、
幸
福
を
み
ん
な
で
感
じ
る
よ
う
に
な

る
。

　

そ
の
西
岡
先
生
が
、
初
め
て
教
え
た

の
が
大
阪
府
立
園
芸
高
校
の
育
種
学
で

あ
っ
た
。
私
は
そ
の
不
肖
の
弟
子
で
、
麦

の
原
種
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
あ
り
、
西
洋
小
麦

と
、
東
へ
来
た
日
本
麦
だ
ろ
う
と
の
仮
説

を
黒
板
に
、
ア
ジ
ア
地
図
を
白
墨
を
何
度

も
折
り
な
が
ら
力
説
さ
れ
て
、
外
国
憧
憬

気
分
を
芽
生
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
油

粕
の
に
お
い
漂
う
実
習
温
室
で
農
作
業

し
な
が
ら
、
多
く
質
問
を
し
、
先
生
の
デ

コ
が
蜂
に
刺
さ
れ
赤
く
は
れ
た
。
食
物
増

産
は
ど
ん
な
時
代
で
も
必
要
だ
。
育
種
に

よ
る
品
種
改
良
は
何
世
代
も
重
ね
る
年

月
が
い
る
の
で
、
君
た
ち
若
い
世
代
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
先
生
は
、
次
の
春
に
は

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
換
留
学
生
で
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
近
い
地
に
、
麦
の
原
種
を
見
つ
け
に

行
く
。
ブ
ー
タ
ン
と
の
絆
は
、
偶
然
だ
が

農
業
技
術
の
改
良
等
で
、
貴
族
称
号
「
ダ

ジ
ョ
ウ
」
を
授
け
ら
れ
た
。
逝
去
さ
れ
、

国
葬
と
な
り
、
ビ
デ
オ
上
映
が
大
阪
府
立

大
学
に
お
い
て
あ
り
、
園
芸
高
校
の
先
生

方
と
同
行
し
た
。
そ
の
時
の
王
子
が
、
国

王
を
お
継
ぎ
に
な
り
、
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王

と
し
て
即
位
さ
れ
た
。
聡
明
な
イ
ケ
メ
ン

だ
。
テ
レ
ビ
で
西
岡
先
生
へ
の
コ
メ
ン
ト

を
見
て
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
日
本
で
は
亡
ん

だ
よ
う
な
感
謝
の
心
だ
っ
た
。
日
本
国
民

が
幸
せ
感
に
う
な
ず
い
た
の
も
、
宜
な
る

か
な
と
べ
ラ
ン
ダ
の
油
粕
の
に
お
い
の

す
る
秋
日
和
で
あ
っ
た
。

「
西
岡
先
生
ブ
ー
タ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　

紙
漉
き
試
す
」

　

大
阪
花
博
が
鶴
見
緑
地
で
開
催
さ
れ
、

原
色
彩
色
が
に
ぎ
や
か
な
木
造
ブ
ー
タ

ン
館
が
あ
っ
た
。
青
い
芥
子
花
も
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
た
が
、
珍
し
い
和
紙
を
見
つ

け
た
。
和
紙
と
い
う
の
も
お
か
し
い
け
れ

ど
、
ブ
ー
タ
ン
製
の
丈
夫
な
紙
が
丸
め
て

円
柱
形
に
揃
え
て
あ
っ
た
。
背
に
負
っ
て

い
た
１
歳
の
息
子
が
手
に
取
り
、
チ
ャ
ン

バ
ラ
の
よ
う
に
ポ
ン
ポ
ン
鳴
ら
し
て
遊

ん
で
い
た
。
広
げ
る
と
新
聞
紙
ほ
ど
の
大

き
さ
で
、
凸
凹
し
て
薄
褐
色
だ
。
ブ
ー
タ

ン
青
年
が
上
手
な
英
語
で
説
明
し
て
く

れ
る
。
自
生
し
て
い
る
沈
丁
花
の
樹
皮
か

ら
作
っ
た
と
い
う
。
三み

つ
ま
た
椏
、
雁が

ん
ぴ皮
や
楮

こ
う
ぞの

樹
皮
繊
維
を
利
用
し
て
、
紙
を
作
る
の
だ

と
い
う
。
西
岡
先
生
が
、
枝
先
が
三
つ
枝

に
な
る
沈
丁
花
木
も
三
椏
科
だ
し
、
紙
漉

き
を
や
っ
て
み
た
が
漂
白
剤
の
良
い
の

が
入
手
で
き
ず
、
薄
褐
色
で
イ
ン
ド
の
ラ

イ
ス
ペ
ー
パ
ー
み
た
い
だ
。
繊
維
も
少
し

露
出
し
て
お
り
、
工
業
製
紙
と
比
べ
る
と

野
趣
味
が
あ
る
。
日
本
書
道
店
で
は
超
厚

手
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
紙
に
似
て
い
た
。

小
説
家
の
水
上
勉
が
漉
か
れ
た
竹
葉
紙

に
も
似
て
い
る
。

　

そ
の
場
に
あ
る
だ
け
二
十
七
本
を
買

い
求
め
た
。
ブ
ー
タ
ン
青
年
は
西
岡
先
生

に
教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ
の
西
岡

先
生
に
、
若
い
こ
ろ
園
芸
高
校
で
育
種
学

を
学
ん
だ
、
も
と
学
生
な
ん
で
す
よ
。
そ

し
た
ら
た
ち
ま
ち
親
近
感
が
湧
い
て
「
奇

遇
だ
奇
遇
だ
」
と
互
い
に
喜
び
合
っ
た
。

彼
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も
ら
い
、
青
い
ケ

シ
花
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
栽
培
の
な
つ
か
し

い
眼
鏡
の
細
面
の
顔
だ
っ
た
。
将
来
は
碁

免
許
状
に
用
い
ら
れ
る
、
大
高
壇
紙
も
作

出
で
き
る
か
も
と
夢
見
心
地
で
楽
し
い

時
を
過
ご
し
た
。

　

自
宅
で
墨
描
き
を
試
み
る
と
、
ほ
ど
良

く
墨
が
し
み
こ
み
良
好
で
あ
る
。
知
人
へ

墨
字
巻
紙
の
手
紙
を
量
産
し
た
。
武
田
薬

品
碁
大
会
成
績
表
一
覧
も
何
枚
か
貼
り

合
わ
せ
て
用
い
た
。
会
長
の
小
西
真
兵

衛
氏
も
社
長
の
倉
林
育
四
郎
氏
も
珍
し

が
っ
て
誉
め
て
い
た
だ
い
た
。
私
は
喜
ん

で
、
書
道
の
先
生
の
菅
原
彰
二
氏
へ
も

贈
っ
た
。
現
在
は
切
端
を
栞
に
し
て
利
用

し
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
和
紙
？
は
他
と
識

別
が
容
易
に
つ
き
、
丈
夫
で
私
の
書
斎
に

活
躍
し
て
い
る
。

園
芸
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー

1. 会員データ登録のお願い
　会則にもありますように会員の現住所等のデータは、
㈱サラトにて管理されております。しかしながら、正会
員の内で五千名以上が登録の更新をなされずに不明扱い
となっております。この会報が届いていない方は、ほと
んどが登録されていない方ですので、もしも同窓生のお
知り合いでそのような方がおられましたら登録されるよ
うにお伝え下さい。（登録方法は、P8にございます）

2. 資料提供のお願い
　創立100周年記念誌にて収蔵するに相応しい資料をお
持ちの方は、ぜひ事務局までご提供ください。寄贈では
なく、貸与の形でも結構です。園芸学校時代や園芸高校
創設当初から改築時代のものを特に収録したいと考えて
おります。（宛先は大園同窓会事務局でお願いします）

創立100周年に向けて
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高
槻
・
三
島
支
部

大
園
同
窓
会
、

　
　

高
槻
・
三
島
支
部
結
成
を
喜
ぶ

高
21
園
芸
科　
　

奥
田
美
智
子

　

北
は
北
摂
連
山
が
あ
り
、
南
に
は
淀
川

が
幾
多
の
歴
史
を
刻
み
、
日
本
で
初
め
て
酒

造
り
の
許
可
を
得
た
富
田
地
域
、
又
今
も

田
園
風
景
が
広
が
る
樫
田
や
原
・
島
本
地

域
、そ
し
て
、関
西
圏
の
中
で
住
ん
で
よ
か
っ

た
街
№
１
に
２
年
連
続
選
ば
れ
た
高
槻
市

に
は
、
多
く
の
卒
業
生
が
住
ま
い
を
構
え
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か
大
園
同
窓
会

が
浸
透
せ
ず
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
１
月
に
高
槻
・
三
島
地
域
に
や
っ
と

支
部
が
で
き
ま
し
た
。
高
槻
Ｊ
Ａ
の
理
事

長
、
井
川
氏
を
相
談
役
と
し
て
、
そ
し
て

Ｓ
26
年
卒
業
さ
れ
た
井
澤
氏
が
支
部
長
と

し
て
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
現
役
で
ご
活
躍
の
多
く
の
先
輩
が
お
ら

れ
、
自
然
環
境
・
農
業
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
、
今
に
し
て
思
え

ば
、
園
芸
高
校
で
培
わ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、

環
境
問
題
や
農
業
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
又
、
野

菜
・
果
物
の
旬
や
加
工
品
の
添
加
物
へ
の
興

味
も
、
園
芸
高
校
な
ら
こ
そ
の
教
育
で
あ
っ

た
か
と
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
様
々

な
伝
統
と
人
材
に
彩
ら
れ
た
園
芸
高
校
の

１
０
０
周
年
は
、
多
く
の
方
々
に
思
い
出

だ
け
で
な
く
、
新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
を

示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
園
芸
高
校
の

懐
か
し
い
方
も
又
、
そ
う
で
な
い
方
々
も
共

に
園
芸
高
校
の
も
つ
伝
統
と
環
境
を
誇
り
に

も
ち
、
個
々
の
人
生
で
自
分
ら
し
く
歩
ま

れ
る
こ
と
を
念
願
し
、
支
部
結
成
の
御
礼
と

ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伊
丹
支
部

「
池
田
み
か
ん
を
探
せ
」

　
　
　
　
　
　
　

の
調
査
協
力

高
11
園
芸
科　
　

久
保
弥
三
雄

　

私
の
住
む
伊
丹
市
東
野
地
区
は
、
江
戸

時
代
よ
り
続
く
日
本
三
大
苗
木
産
地
と
し

て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
も
色
々
な
植

物
、
苗
木
を
生
産
す
る
園
芸
産
地
で
す
。

特
に
明
治
初
期
に
は
、
米
国
テ
キ
サ
ス
州
へ

温
州
ミ
カ
ン
の
苗
木
を
移
出
し
た
事
か
ら
、

東
野
苗
木
の
名
声
が
一
気
に
高
ま
り
、
ま
た

１
０
０
年
前
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
送
ら
れ

た
日
米
友
好
の
桜
の
砧
木
は
東
野
地
区
産

で
あ
り
、
今
年
３
月
に
伊
丹
市
の
企
画
で

盛
大
な
１
０
０
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
近
々
、
母
校
も
１
０
０
周
年
を

迎
え
ら
れ
る
と
い
う
事
で
何
か
の
縁
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

平
成
21
年
母
校
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

果
樹
専
攻
の
生
徒
さ
ん
４
名
が
「
池
田
み

か
ん
を
探
せ
」
の
課
題
を
も
っ
て
我
が
家
に

調
査
に
来
ら
れ
て
、
80
年
前
我
が
家
発
行

の
カ
タ
ロ
グ
に
池
田
改
良
普
通
温
州
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
事
で
、
当
時
と
し
て
は
有
望

品
種
で
あ
っ
た
証
で
あ
る
事
と
、
我
が
地
区

の
歴
史
あ
る
接
木
技
術
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
彼
ら
が
調
査
し
た
結
果
、
平

成
21
年
４
月
静
岡
県
農
水
省
興
津
試
験
場

に
池
田
み
か
ん
が
品
種
保
存
さ
れ
て
い
る

事
が
判
明
。
教
材
用
と
し
て
穂
木
の
提
供

を
受
け
ら
れ
る
事

で
、
苗
木
作
り

の
依
頼
が
あ
り

接
木
に
着
手
、

翌
年
に
５
本
の
苗
木
が
で
き
、
内
４
本
を

母
校
に
、
１
本
を
我
が
家
に
い
た
だ
き
今

年
か
ら
実
が
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
２
月
、
伊
丹
市
の
企
画
で
柿

衛
文
庫
に
お
い
て
「
池
田
み
か
ん
を
探
せ
」

の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
朝
日
新
聞
の
記
者

の
目
に
留
ま
り
、
そ
の
活
動
ぶ
り
が
記
事

に
な
り
大
き
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成

22
年
３
月
25
日
、
朝
日
新
聞
朝
刊
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
母
校
園
芸
高
校
が
日
本

農
業
の
担
い
手
創
り
に
師
弟
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
さ
れ
る
事
を
同
窓
生
一
同
に
成
り
代

わ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

豊
中
支
部

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

高
19
園
芸
科　
　

上
垣　

純
一

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
今
か
ら
19
年
前
、
夏

休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
、
進
学
校

を
決
め
る
に
当
た
り
、
３
校
を
見
学
し
ま

し
た
。
２
校
の
見
学
を
終
え
て
最
後
に
阪

急
電
車
石
橋
駅
下
車
、
徒
歩
20
分
の
大
阪

府
立
園
芸
高
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
校
門
を

入
る
と
、
北
海
道
を
お
も
わ
せ
る
ポ
プ
ラ

並
木
の
雄
大
さ
に
愕
き
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
進
む
と
、
左
側
に
中
庭
、
芝
生
の
絨
毯
、

そ
し
て
池
泉
が
あ
り
、
池
に
は
白
鳥
が
泳

ぎ
、私
達
を
迎
え
て
く
れ
て
い
る
か
の
様
で
、

し
ば
ら
く
そ
の
光
景
に
見
と
れ
て
い
ま
し

た
。
木
造
校
舎
に
夕
日
が
沈
も
う
と
し
て

い
る
時
、
私
は
生
物
・
植
物
の
生
命
を
育
み
、

自
然
と
同
化
し
た
府
立
園
芸
高
校
に
地
球

上
の
生
命
の
原
点
、
人
の
営
み
が
存
在
す

る
と
確
信
し
ま
し
た
。
こ
の
府
立
園
芸
高

校
に
出
会
え
た
時
の
喜
び
は
、
今
も
忘
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
こ
が
私

の
学
び
舎
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
担
任
の

西
良
祐
先
生
、
美
術
科
の
味
府
艶
子
先
生
、

そ
し
て
多
く
の
す
ば
ら
し
い
先
生
方
と
の

出
会
い
に
よ
り
、
物
の
見
方
・
人
生
観
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
今
の
私
は
、
皆

様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
豊
中
市
市
議
会
議

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
府

立
園
芸
高
校
で
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
緑
豊
か
な
、

心
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

我
が
母
校
も
、
あ
と
３
年
で
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、
大
園
同
窓
会
の
皆
様
と

記
念
式
典
で
ぜ
ひ
お
会
い
し
て
、
学
生
生

活
の
思
い
出
に
浸
り
、
盛
大
に
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
一
生
の
内
に
、
そ
ん
な
に
多
く

の
人
と
出
会
う
こ
と
は
無
い
様
に
思
い
ま

す
。
そ
の
為
に
も
、
こ
の
機
会
に
１
人
で
も

多
く
の
卒
業
生
の
方
と
お
会
い
出
来
る
こ
と

を
、
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

箕
面
支
部

園
芸
高
校
の
思
い
出

高
22
園
芸
科　
　

中
井　

博
幸

　

中
学
２
年
の
時
、
家
業
が
製
パ
ン
業
か

ら
観
葉
植
物
の
生
産
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
た

の
で
、
自
分
の
将
来
は
大
好
き
な
「
化
学
」

を
生
か
せ
る
職
業
に
就
く
た
め
普
通
高
校

に
行
こ
う
と
決
め
て
い
た
私
に
も
、
こ
の
変

化
が
及
ん
で
き
ま
し
た
。
父
親
が
、
私
に

園
芸
高
校
に
行
く
よ
う
に
勧
め
、
父
親
の

言
う
こ
と
に
逆
ら
え
な
か
っ
た
私
の
進
路
は

園
芸
高
校
に
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家

族
は
観
葉
植
物
の
生
産
に
役
立
て
る
た
め

に
花
卉
部
に
入
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
は
、
農
芸
化
学
科

に
入
る
こ
と
は
あ
き
ら
め
園
芸
科
に
入
学

し
た
が
、
ク
ラ
ブ
は
農
業
機
械
ク
ラ
ブ
に

入
り
３
年
間
機
械
い
じ
り
を
楽
し
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
通
学
に
は
電
車
を
乗
り

継
ぎ
片
道
１
時
間
40
分
ほ
ど
も
か
か
る
の

で
、
毎
朝
、
和
泉
府
中
駅
６
時
24
分
発
の

電
車
に
乗
っ
て
通
い
ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う

に
、
農
業
機
械
ク
ラ
ブ
で
下
校
時
間
が
過

ぎ
る
ほ
ど
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
、
空
腹
を

満
た
す
た
め
に
帰
宅
途
中
の
十
三
、梅
田
、

天
王
寺
な
ど
の
繁
華
街
で
友
人
と
外
食
を

し
て
、
帰
宅
は
９
時
前
と
い
う
決
し
て
ほ

め
ら
れ
た
生
徒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
か
ら
勝
手
に
小
遣
い
を
持
ち
出
し
、
勉

学
に
励
む
わ
け
で
も
な
く
好
き
勝
手
な
こ

と
を
す
る
放
蕩
息
子
で
し
た
が
、
こ
れ
も

自
分
の
好
き
な
道
を
あ
き
ら
め
さ
せ
、
家

業
を
手
伝
わ
す
た
め
と
父
親
は
大
目
に
見

て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
家
業
を
手
伝
わ
す
た
め
に
行
か
せ
た

園
芸
高
校
で
同
級
生
だ
っ
た
嫁
と
出
会
い
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
彼
女
の
家
で
耕
耘
機
を
使
っ

て
農
作
業
の
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
縁
で
、

ま
さ
か
家
を
飛
び
出
し
て
箕
面
に
婿
養
子

に
行
く
と
は
父
親
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
22
歳
の
時
、
大
学
４
回

生
に
な
っ
た
彼
女
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
し
た
時

支
部
だ
よ
り
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の
返
事
が
「
婿
養
子
に
来
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
結
婚
し
た
い
一
心
で
、
父

親
に
逆
ら
い
母
親
を
呆
れ
さ
せ
、
無
理
や

り
来
て
し
ま
っ
た
箕
面
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
箕
面
に
来
て
早
い
も
の
で

も
う
39
年
に
な
り
ま
す
。
今
は
、
家
業
の

農
業
と
植
木
屋
を
18
年
前
に
園
芸
高
校
を

卒
業
し
た
長
男
が
継
い
で
く
れ
て
い
ま
す
。

宝
塚
支
部

支
部
だ
よ
り高19

造
園
科　
　

金
岡
久
仁
雄

　

あ
る
日
突
然
に
先
輩
か
ら
「
大
園
同
窓

会
」
の
新
聞
に
何
か
掲
載
し
て
も
ら
え
な
い

か
と
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
７
～
８

年
ほ
ど
前
に
山
本
地
区
の
植
木
生
産
者
の
近

況
を
新
聞
に
掲
載
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
当
地
区
（
宝
塚
市
山
本
）
の
最
年
少

は
私
と
も
う
１
人
の
友
人
の
Ｔ
氏
の
２
人
だ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
我
々
の
中
学
校
か
ら
大

阪
府
立
園
芸
高
校
へ
は
昭
和
42
年
以
降
は
入

学
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

後
に
入
学
さ
れ
た
人
は
大
阪
方
面
に
転
入

し
て
い
る
人
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最

近
（
２
～
３
年
前
）
宝
塚
地
区
の
中
学
校

か
ら
園
芸
高
校
へ
直
接
入
学
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
は
っ
き
り
と
は
わ

か
り
ま
せ
ん
？

　

そ
れ
で
は
、
当
地
区
の
園
芸
業
者
の
状

況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
日
本
三
大
植

木
生
産
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
現
在
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
・
戸
建

家
屋
が
建
ち
並
ん
で
お
り
、
農
地
は
ほ
と

ん
ど
Ｊ
Ｒ
南
側
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
。

や
は
り
こ
の
業
界
も
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
の
中

で
一
寸
の
明
か
り
も
見
え
ま
せ
ん
。
当
地
区

の
生
産
業
者
は
殆
ど
賃
貸
業
（
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
・
駐
車
場
）
を
経
営
し
な
が
ら

植
木
を
生
産
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。
や
は
り
市
街
化
区
域
内

農
地
は
高
い
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
相

続
が
発
生
し
ま
す
と
あ
っ
と
い
う
間
に
宅
地

と
変
貌
し
ま
す
。
残
っ
て
い
る
土
地
（
生
産

緑
地
）
は
、
税
制
上
保
存
し
て
い
る
土
地

ば
か
り
で
将
来
は
消
滅
？
も
近
い
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
明
る
い
話
題
も
ご
ざ

い
ま
す
。
当
地
域
に
は
あ
い
あ
い
パ
ー
ク｛
㈱

宝
塚
ガ
ー
デ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
｝
と
云
う

園
芸
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
と
財

産
管
理
組
合
員
が
集
合
し
て
出
来
た
施
設

で
ご
ざ
い
ま
す
。
道
路
沿
い
に
英
国
風
の
建

物
が
建
ち
、
植
木
・
園
芸
用
品
等
を
販
売
・

モ
デ
ル
庭
園
の
展
示
・
お
客
様
の
要
望
が

あ
れ
ば
庭
園
施
工
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
レ
ス
ト
ラ
ン
（
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
）・

公
園
等
休
憩
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施

設
が
一
昨
年
赤
字
か
ら
黒
字
へ
と
転
化
し
た

と
云
う
非
常
に
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
も
見
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
当
地
域
の
植
木
の
状
況
は
仕
方
な
く

や
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

川
西
支
部

支
部
だ
よ
り

川
西
支
部
総
務
担
当　
　
　
　
　
　
　

高
12
農
芸
化
学
科　
　

岸
上　

義
明

　

私
は
昭
和
35
年
に
園
芸
を
卒
業
し
て
、
早
く

も
半
世
紀
が
た
ち
ま
し
た
。
卒
業
以
来
ず
っ
と

専
業
農
家
と
し
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
作

物
と
し
て
は
、
６
～
７
月
は
ト
マ
ト
、
８
～
10

月
は
イ
チ
ジ
ク
、
そ
れ
以
外
の
月
は
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
軟
弱
野
菜
の
繰
り
返
し
で
１
年
間
を

廻
し
て
い
ま
す
。
園
芸
を
出
た
か
ら
良
い
作
物

を
作
る
の
は
当
然
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

な
が
ら
、
園
芸
を
出
た
か
ら
良
い
作
物
を
作
る

ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
今
日
ま
で

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
息
子
も
後
を
継

い
で
農
業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
専
業
で
生
計

を
立
て
て
い
く
の
は
今
の
農
業
で
は
き
び
し
い

で
す
。
今
の
農
産
物
価
格
で
は
、
日
本
の
農
業

後
継
者
は
激
減
す
る
と
思
い
ま
す
。
良
い
物
を

作
っ
て
い
れ
ば
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
と
言
う

の
が
現
状
で
す
。

　

私
も
今
年
で
71
歳
に
な
り
ま
し
た
。
同
級
生

も
５
人
亡
く
な
り
ま
し
た
。
70
歳
を
超
え
て
か

ら
急
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
高
校
で
は
野
球
部
で
、
そ
の
後
は
農
業

を
や
っ
て
き
た
の
で
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
つ

も
り
が
、
年
に
は
か
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
先

日
２
年
先
輩
の
近
所
の
古
川
武
さ
ん
が
急
に
肺

炎
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
川
西
市
の
助
役
を

２
期
つ
と
め
ら
れ
て
、
昨
年
、
国
か
ら
叙
勲
を

う
け
ら
れ
て
、
川
西
市
と
し
て
も
大
切
な
人
材

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
１
ヶ
月
前
に
元
気
な
姿

を
見
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
医
学
の
進
ん
だ
日

本
で
わ
ず
か
１
ヶ
月
で
亡
く
な
る
な
ん
て
誰
も

が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
の
命
の
は
か

な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
男
の
平

均
寿
命
ま
で
両
手
の
指
が
余
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
気
を
つ
け
て
、

作
物
作
り
に
日
々
を
す
ご
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
は
良
い
物
を
作
っ
て
い
れ
ば
け
っ
こ
う
お

も
し
ろ
い
も
の
で
、
仕
事
も
苦
に
な
ら
な
い
も

の
で
、
け
っ
こ
う
楽
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
出

来
る
だ
け
良
い
品
物
を
作
り
楽
し
い
事
が
増
え

る
よ
う
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　会報誌に住所、名前、電話番号を記載してもよいかを本人に聞きましたところ皆
さんから了解を得ることが出来ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年８月　現在

支部長の名簿

役　　職 氏　名 　　住　　所� TEL　　　

豊中支部長　　副会長 森　　彰男 豊中市庄本町3-11-25� ☎06-6332-4908

箕面支部長　　副会長 北口　和平 箕面市小野原西1-10-34� ☎072-729-4981

猪名川支部長　副会長 大嶋　誠治 兵庫県川辺郡猪名川町槻並字清沢14
� ☎072-768-0854

池田支部長　　副会長 山本　秋三 池田市吉田町243-3� ☎072-751-7505

宝塚支部長　　副会長 阪上　　功 宝塚市山本東1-5-6� ☎0797-89-0666

川西支部長　　副会長 渡辺　富夫 川西市南花屋敷3-6-2� ☎072-755-8511

伊丹支部長 久保　勝平 伊丹市東野6-3� ☎072-782-6350

高槻三島支部長
　世話人
　世話人

井澤　秀雄
奥田美智子
岡崎　幸雄

高槻市富田町1-26-11� ☎072-695-7007
� ☎090-7359-2911
� ☎072-699-0426

尼崎西宮支部長 �田　良雄 尼崎市東難波町1-1-3-102� ☎06-6482-1073

事務局長 山本　　正 池田市豊島南1-6-18� ☎072-762-1298

尼
崎
・
西
宮
支
部

大
園
同
窓
会
、

　

尼
崎
・
西
宮
支
部
結
成
に
あ
た
り

高
21
造
園
科　
　

�
田　

良
雄
（
元
野
球
部
）

　

尼
崎
市
に
仕
事
場
を
置
き
、
は
や
40
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、
南
部
の
工
業
地
帯
も

緑
化
が
進
み
、
21
世
紀
の
森
と
し
て
、
行

政
、
民
間
、
一
体
と
な
っ
た
自
然
の
大
切
さ

を
体
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
西
宮
市

は
、
北
は
甲
山
、
北
山
植
物
園
と
言
っ
た

自
然
林
に
包
ま
れ
た
中
で
、
大
園
同
窓
生

の
方
々
が
守
っ
て
こ
ら
れ
た
と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
尼
崎
市
、
西
宮
市
に
お
い
て
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
で
多
く
の
人
材
、
貴
重

な
財
産
を
失
く
し
ま
し
た
が
、
17
年
の
時

を
経
て
緑
豊
か
な
町
を
取
り
戻
し
て
い
る

中
、
園
芸
高
校
も
は
や
１
０
０
歳
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
時
に
尼
崎
・
西
宮
支
部

が
出
来
た
と
聞
か
さ
れ
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

園
芸
高
校
で
培
っ
た
、
協
力
、
努
力
、
根

性
を
持
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
羽
ば
た
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
尼
崎
・
西
宮
の
皆
様
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

尼
崎
・
西
宮
支
部
の
結
成
の
祝
い
の
言

葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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ク
ラ
ブ
活
動

■ 

陸
上
競
技
部

　

現
在
3
年
生
5
名
、
2
年
生
3
名
、
1

年
生
5
名
で
合
計
13
名
で
す
。
各
自
、
地

区
記
録
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
、
実
業

大
会
な
ど
公
式
戦
で
自
己
ベ
ス
ト
が
出
せ

る
よ
う
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
出
場
種

目
は
、
短
距
離
、
長
距
離
、
走
高
跳
で
す
。

■ 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

２
年
生
7
名
と
少
人
数
で
す
が
、
基
本

に
戻
っ
て
一
か
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

■ 

テ
ニ
ス
部

　

部
員
は
１
年
生
８
人
、
２
年
生
７
人
、

３
年
生
２
人
で
す
。

　

活
動
日
は
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
で
日

曜
日
は
休
み
で
す
が
、
試
合
等
で
活
動
す

る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

３
年
生
は
８
月
の
実
業
大
会
で
最
後

（
引
退
）
と
な
る
の
で
、
悔
い
の
な
い
よ

う
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

■ 

剣
道
部

　

部
員
数
は
、
３
年
男
１
、２
年
男
２
女

１
、１
年
男
２
と
な
っ
て
い
る
。

　

練
習
は
十
分
と
は
い
か
な
い
が
、
６
月

に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
大
阪
予
選
に
出
場
。

　

今
後
、
実
業
高
校
大
会
に
も
参
加
予
定
。

■ 

空
手
道
部

　

今
年
度
は
3
年
生
1
名
、
1
年
生
2
名

の
計
3
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
6
月
の

春
季
大
会
に
は
残
念
な
が
ら
団
体
戦
で
の

出
場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
個
人

戦
で
形
・
組
み
手
に
出
場
し
ま
し
た
。
現

在
は
9
月
の
実
業
大
会
に
向
け
て
練
習
中

で
す
。

■ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
3
年
生
3
人
、
2

年
生
6
人
、
1
年
生
5
人
の
計
14
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
度
に
引
き

続
き
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
て
お
り
、
出

場
大
会
で
は
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

4
月
に
行
わ
れ
た
第
60
回
池
田
市
民
体

育
大
会
で
は
シ
ン
グ
ル
ス
は
優
勝
・
準

優
勝
、
ダ
ブ
ル
ス
は
準
優
勝
と
３
位
と
い

う
成
績
を
残
し
、
高
等
学
校
連
盟
の
府
大

会
で
も
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
共
に
べ

ス
ト
32
ま
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
大
会
で
は
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。
ま
た
、
7
月
に
行
わ
れ
る
実
業
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

の
部
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
3
冠
が
か
か

っ
て
お
り
ま
す
。
目
標
に
向
け
て
、
日
々

鍛
錬
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■ 

漫
画
・
イ
ラ
ス
ト
研
究
部

　

毎
週
水
、木
、金
の
放
課
後
に
部
室
（
数

学
教
室
）
に
20
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
各
自

絵
を
描
い
た
り
、
話
を
し
た
り
と
、
わ
り

と
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

☆
記
念
祭
で
は
、
部
誌
の
発
行
、
ラ
ミ
ネ

ー
ト
カ
ー
ド
の
作
成
等
を
し
、
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
て
い
た
だ

い
た
方
達
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
も
ら
い
、

部
員
達
で
描
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り

も
し
て
い
ま
す
。

■ 

軽
音
楽
部

　

今
年
も
軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト

W
e are Sneaker Ages

に
参
加
し
ま
す
。

1
年
生
も
20
名
以
上
入
部
し
、
40
名
を
超

え
る
部
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
定
期
的

に
校
内
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
記
念
祭
で
も
多

く
の
方
の
前
で
演
奏
し
ま
す
。

そ
の
１

　
　
春
団
治
ま
つ
り
に
参
加

　

４
月
28
日
（
土
）
に
池
田
市
石
橋
商
店

街
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
春
団
治
ま
つ
り
」

に
フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
生
徒
を
中
心

と
し
て
本
校
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
学

校
で
作
っ
た
花
束
、
ポ
ッ
ト
苗
、
鉢
植
え

や
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
、
か
り

ん
と
う
を
販
売
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
科
で
は
市
民
の
方
に
顕
微
鏡
観
察

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
２

　
　
３
級
造
園
技
能
検
定
に

　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

環
境
緑
化
科
生
徒
が
７
月
13
日
（
金
）

に
実
技
検
定
、
22
日
（
日
）
に
学
科
試
験

を
受
験
し
ま
し
た
。
５
年
前
よ
り
３
級
に

つ
い
て
は
全
員
受
験
と
し
て
お
り
資
格
取

得
に
つ
い
て
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
も
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
を
め
ざ
し
て
生
徒
達
は
日
々
練
習
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
そ
の
３

　
　
桜
祭
り
に
て
桜
ジ
ャ
ム
販
売

　

４
月
29
日
（
日
）
30
日
（
祝
）
の
両
日
、

池
田
市
五
月
山
公
園
内
で
恒
例
の
池
田
市

桜
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
科
食
品
製
造
部
の
生
徒
が
五
月

山
の
桜
の
花
び
ら
を
使
用
し
た
新
企
画
商

品
「
桜
ジ
ャ
ム
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

桜
ガ
ー
ル
も
登
場
し
「
い
っ
し
ょ
に
写

真
を
撮
ら
せ
て
下
さ
い
。」
と
い
う
お
願
い

も
あ
っ
た
り
、
ジ
ャ
ム
共
々
人
気
を
博
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
４

　
　
Ｆ
Ｆ
Ｊ
校
内
予
選
会

　

６
月
21
日
（
木
）、
22
日
（
金
）
と
Ｆ
Ｆ

Ｊ
校
内
予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
代
表
と
し
て
以
下
の
チ
ー
ム
、
個

人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
食
料
・
生
産
の
部

・
地
域
資
源
有
効
活
用
の
取
り
組
み
（
箕

面
市
止
々
呂
美
地
区
の
ユ
ズ
の
商
品
化
）

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科　

内
田
大
輝

君
他
４
名

・
商
品
開
発
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
か

（
桜
ジ
ャ
ム
が
教
え
て
く
れ
た
た
く
さ
ん

の
こ
と
）

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　

西
田
拓
哉
君

他
９
名

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
環
境
の
部

・
身
近
な
自
然
の
植
物
「
オ
モ
ダ
カ
」
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
変
異

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　

印
部
早
苗
さ

ん
他
２
名

・
企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
バ
タ
フ
ラ
イ

ガ
ー
デ
ン
造
り

　

環
境
緑
化
科　

荻
野　

歩
さ
ん
他
４
名

・
ミ
ツ
バ
チ
を
利
用
し
た
環
境
調
査
方
法

（
花
粉
荷
の
分
析
か
ら
解
っ
て
き
た
事
）

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科　

藤
巻
慶
久

君
他
４
名

園
芸
高
校
生
徒
活
動
近
況
報
告
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
文
化
生
活
の
部

・
は
じ
め
の
一
歩
は
幸
せ
の
足
（
ウ
コ
ン

と
ソ
バ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　

岸
本
瑞
樹
君

他
４
名

・
緑
化
精
油
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

宮
地　

歩
さ
ん
他
２
名

・
ミ
ツ
バ
チ
を
核
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
へ
の
挑
戦
！（
ハ
ニ
ー
ビ
ー
ス
モ
ー

ガ
ー
デ
ン
の
普
及
）

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科　

森　

蓮
月

さ
ん
他
３
名

意
見
発
表
食
料
・
生
産
の
部

・
日
本
の
『
食
』
の
安
全
を
考
え
る

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　

大
西
日
和
さ

ん
・
日
本
の
食
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　

環
境
緑
化
科　

武
田
伊
織
君

・
花
の
生
産
者
に
な
る
夢
（
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
）

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科　

神
部　

夕

さ
ん

意
見
発
表
環
境
の
部

・
天
文
と
環
境
と
農
業

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　

佐
藤
大
地
君

・
産
業
廃
棄
物
浄
水
発
生
土
が
池
田
の
植

木
産
業
を
救
う

　

環
境
緑
化
科　

谷
端
美
紀
さ
ん

意
見
発
表
文
化
・
生
活
の
部

・
つ
な
げ
る
人
と
人
の
「
わ
」

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　

髙
野
奈
海
さ

ん
・
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
に
魅
せ
ら
れ
て

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科　

神
野
大
地

君

そ
の
５

　
　
そ
の
他
の
活
動

・
阪
急
ベ
ー
カ
リ
ー
実
習

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
島
津
Ｈ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
講
習

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ

　
　

発
表
会

　

大
正
４
年
４
月
に
豊

能
郡
立
農
林
学
校
と
し

て
設
立
さ
れ
た
園
芸
高

等
学
校
は
２
０
１
５
年

に
満
１
０
０
年
を
迎
え

ま
す
。
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
一
世
紀
に
わ

た
る
園
芸
高
等
学
校
の

軌
跡
を
振
り
返
る
と
と

も
に
今
後
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
の
再
ス

タ
ー
ト
と
し
た
い
と
い

う
学
校
の
考
え
の
も

と
、
一
昨
年
４
月
に
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
会
を
設
立

し
ま
し
た
。
本
準
備
委

員
会
会
長
に
は
大
園
同
窓
会
会
長
が
、
副
会

長
、
事
務
局
長
、
幹
事
に
も
各
支
部
長
が
名

を
つ
ら
ね
、
同
窓
会
と
し
て
も
支
援
す
る
意

向
で
す
。

　

具
体
的
に
は
式
典
及
び
記
念
誌
の
発
行
、

同
窓
会
館
の
改
修
、
生
徒
支
援
等
現
在
、
以

下
の
よ
う
な
事
業
の
実
施
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

■ 

事
業
案

　
（
現
在
の
予
定
で
す
。
一
部
変
更
さ
れ
る

　

  

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

１ 

広
報
活
動

　

①�

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
る

　

②�

記
念
グ
ッ
ズ
を
作
る

　

③�

１
０
０
周
年
記
念
看

板
を
バ
イ
パ
ス
道
路

面
に
作
る

２ �

記
念
碑
的
構
造
物
の

建
設

　

①�

同
窓
会
館
を
改
修
す

る

　

②�
記
念
碑
を
建
立
す
る

３ 

式
典
関
係

　

①�

記
念
誌
・
１
０
０
周
年
記
念
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
を
編
纂
す
る

　

②�

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
す
る

４ 

イ
ベ
ン
ト
関
係  

　

①
校
地
の
航
空
写
真
撮
影

　

②
ミ
ニ
花
博
覧
会
を
開
催
す
る

５ 

生
徒
へ
の
支
援
活
動

　

①�

卒
業
生
に
よ
る
人
材
バ
ン
ク
の
設
立  

等

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
成
功
裏
に
実
施
す
る
に

は
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
無
論
の
こ
と
、
同
窓
会

の
皆
様
の
熱
い
支
援
が
是
非
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
１
０
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
支

援
（
寄
付
）
受
付
活
動
を
始
め
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
思
う
よ
う
に
寄
付
が

集
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
す
で

に
ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
方
々
に
は
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
更
に
多
く
の

方
々
の
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

＊
す
で
に
ご
協
力
頂
い
て
い
る
方
々

　

  

（
順
不
同
）（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
）

　

  

佐
々
木
太
（
学
24
）（
高
２
）

�
 

１
６
０
︐０
０
０
円 

　

  

山
本
秋
三
（
高
５
）�

１
０ 

︐０
０
０
円

　

  

八
木
雅
明
（
高
２
）

�

５
３
︐０
２
０
円
分
の
切
手

　

  

北
口
和
平
（
高
10
）�

１
０ 

︐０
０
０
円

　

  

金
崎
一
夫
（
旧
職
）
ご
遺
族

　

�

１
０
０
︐０
０
０
円

　

  

森　

彰
男
（
高
９
）�

2
０ 

︐0
0
0
円

　

  

並
川　

清
・
令
子
（
高
17
）

�

２
０ 

︐0
0
0
円

■ 

寄
付
口
座

　

ご
寄
付
頂
け
る
方
は
以
下
の
口
座
に
ご
入

金
く
だ
さ
い
。

三
井
住
友
銀
行　
　

池
田
支
店

店
番
号  

１
５
３�

口
座
番
号  

７
２
０
０
１
６

名
義　

大
阪
府
立
園
芸
高
校
創
立
百
周
年
記

念
事
業
準
備
委
員
会　

代
表　

山
本
秋
三

創立100周年記念事業について
花とみどりと食の創造・未来へ
　100年の歴史　花咲く　府立園芸高等学校

（ From  1915　To  2015 ）

　

大
園
同
窓
会

　
　
　
　

事
務
局
よ
り
の
お
願
い

２
０
１
２
．
８

学
校
創
立
１
０
０
周
年
を
間
近
に
ひ
か
え
、
同
窓

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

1.　

学
年
や
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
を
開
催
さ
れ
る
場

合
、学
校
又
は
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

又
、
会
員
情
報
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

2.　

卒
業
生
の
各
学
年
又
は
学
科
毎
に
幹
事
を
設

け
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
、
郵
送
又

は
電
話
で
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
下
さ
い
。

3.　

今
後
の
同
窓
会
員
の
交
流
と
情
報
提
供
の
場

と
し
て
、
大
園
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
登
録
を
是
非
と

も
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
り
、
同
窓
会
報
の
Ｗ

ｅ
ｂ
版
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
も
検
討
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

4.　

先
生
方
か
ら
の
情
報
提
供
、
ご
参
加
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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平
成
23
年
3
月
5
日
に
母
校
で
卒
業
式

の
予
行
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
64

回
卒
業
生
に
対
す
る
大
園
同
窓
会
へ
の
入

会
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
代
表
の
渡
辺
富
夫
副
会
長
に
よ

る
式
辞
に
続
き
、
幹
事
と
な
る
代
表
者
へ

の
委
嘱
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

幹
事
と
な
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科�

中
尾　

健
二

�

庄
野　

匡
彦

環
境
緑
化
科�

小
川　

岳
大

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科�

岩
崎　

卓
也

�

水
口　

睦
望

【
主
な
進
学
予
定
先
】

国
公
立
大
学

筑
波
大
学
生
命
環
境
学
郡･

京
都
教
育
大

学
技
術
領
域･

岡
山
大
学
農
学
部
・
島
根

大
学
生
物
資
源
科
学
部･

大
阪
市
立
大
学

工
学
部･

鳥
取
環
境
大
学
・
大
阪
府
立
工

業
高
等
専
門
学
校

私
立
大
学

〔
関
連
〕

日
本
大
学
生
物
資
源
学
部･

京
都
学
園
大

学
バ
イ
オ
環
境
学
部･

甲
子
園
大
学
栄
養

学
科
、
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
学
科･

大
阪
青

山
大
学
健
康
栄
養
学
科
・
同
短
期
大
学
調

理
製
菓
学
科
・
北
陸
大
学
薬
学
部
・
東
京

農
業
大
学
短
期
大
学
・
東
洋
食
品
工
業
短

期
大
学
包
装
食
品
工
学
科　

他

〔
非
関
連
〕

藍
野
大
学
医
療
保
健
学
部
・
大
手
前
大
学

現
代
社
会
学
部･

大
阪
成
蹊
大
学
芸
術
学

部
・
大
阪
学
院
大
学
経
営
学
部
・
芦
屋
大

学
教
育
学
科
・
大
阪
経
済
法
科
大
学
法
学

部
・
大
阪
体
育
大
学
・
大
阪
女
学
院
短
期

大
学
・
甲
子
園
短
期
大
学
幼
児
教
育
保
育

学
科　

他

専
門
学
校

大
阪
府
農
業
大
学
校
・
京
都
建
築
大
学
校
・

大
阪
デ
ザ
イ
ナ
ー
専
門
学
校
・
大
阪
こ
ど

も
専
門
学
校
・
大
阪
医
療
技
術
学
園
専
門

学
校
・
ミ
キ
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
・
日
本
医

療
学
院
専
門
学
校
臨
床
検
査
技
師
科
・
辻

調
理
師
専
門
学
校
・
日
本
分
析
化
学
専
門

学
校
・
東
洋
医
療
専
門
学
校
・
ト
ヨ
タ
神

創立記念祭
11月11日（日）10時～15時

のご案内

総会に出席される方は、年会費を所定の方法により11月末
までに事務局が確認できる形で納入してください。後ほ
ど、㈱サラトより案内および申込のお知らせが郵送されま
す。12月15日の発送を予定しております。
今回の世話役幹事は川西支部です。

大阪府立園芸高等学校内　大園同窓会事務局　〒563-0037  大阪府池田市八王寺2-5-1   FAX 072-761-9295

編集
後記大園同窓会総会

大園同窓会ホームページ　　http://www.daiendosokai.com

連絡・住所変更／訂正受付専用ホームページ（Web調査）  http://www.dousoukai.ne.jp/

同窓会では皆様方の交流の場となりますようホームページを開設しております。
ご覧いただく為に、 ①トップページの「新規登録」からユーザ情報を入力し「送信」。
 ②会員の確認が済めば、ご本人宛に承認メールが届き、会員登録が完了。
 ③メールのサイトＵＲＬをクリックし、「ログイン画面」よりログイン。

【問い合わせ先】　トップページ右上の「お問い合わせ」より必要事項を入力の上送信してください。

同窓会では、住所変更連絡をWeb上で受け付けられるようになりました。
○振込用紙右側「年会費振込みのお願い」にある各個人用の「仮ID」を、入力画面にて入力。
○ご本人宛に「正式なID」のメールが届きます。
○正式なIDを取得後、ご自身の住所・電話番号等のデータをWeb調査画面より修正していただけます。

【問い合わせ先】　このホームページに関するご意見・ご感想は  info@dousoukai.ne.jp  まで

事務局あて先 連絡は郵送かFAX、メールに限ります。電話での問い合わせにはお受けできません。

日 時　2013年1月27日（日） 午前11時開会
会 場　箕面観光ホテル
　　　　　〒562-0006  大阪府箕面市温泉町1-1
　　　　　℡ 072-723-2323（代表）

案 件　・会計報告　・行事報告　・その他

平成25年度

日時
のご案内

　当日は、11時から実習庭園内の同窓会館にて紅茶・コーヒー
等の用意をしております。同期の方々とお立ち寄りください。
　なお、今までお配りしておりました来校記念の粗品は廃止と
なりました。ご理解のほどよろしくお願いいたします。
　また、当日は車での来場はご遠慮願います。

　やっと猛暑を終えて、いよいよ実りの季節と
なりました。オリンピックでは、青年の躍動する
力で国内外に希望を送り届けました。しかし、
世間では、いじめが大きな社会問題となってい
ます。今こそ、緑と生き物の中で生きる園芸高
校生の学園生活が輝きを発する時です。卒業生

の皆様、現役生にも後輩にもエールを送りたいと思います。100
周年へ向けての、様々なご支援をお願い致します。

2012.8

  
２
０
１
１
年
度

  
進
路
状
況

戸
自
動
車
大
学
校
・
大
阪
航
空
専
門
学
校
・

大
阪
モ
ー
ド
学
園　

大
阪
ぺ
ピ
ー
動
物
看

護
専
門
学
校　

他

【
就
職
内
定
先
】

〔
専
門
関
連
企
業
〕

陽
春
園
・
能
勢
観
光
開
発
・
吉
村
造
園
・

江
見
景
勝
園
・
石
勝
エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
阪

神
園
芸
・
三
栄
源
エ
フ
エ
フ
ア
イ
・
日
本
盛
・

山
崎
製
パ
ン
・
マ
リ
ン
フ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス

ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ
・
塩
野
香
料
・
日
澱

化
学
・
蓬
莱　

他　

〔
一
般
企
業
〕

双
葉
産
業
・
に
し
け
い
・
阪
神
髭
定
・
萬
栄
・

万
代　

他

〔
公
務
員
〕

大
阪
府
警

  

園
芸
高
校
64
回
生

  

入
会
式


